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第101号（２面）２０１３年９月２５日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





*******************************************************************





参加費300円





　●　いつになく大勢の参加者なのは講師がよかったのか、経済問題に苦しむ人が多いということなのか。とにかく若い女性経済学者の早口だが的確な内容が参加者の心を捉えたように思います。ジェノサイドという言葉が目を引きました。かなり専門的だったが、おおまかな意図は読み取れました。（無記名）


　●　「経済ジェノサイド」は今後ますます巧妙に拡大・浸透していくのではないか。考える人間でありたいとつくづく感じました。とても参考になるお話でした。（無記名）


　●　久しぶりに調布「憲法ひろば」に参加しました。あらためて日本国憲法が論じられている昨今ですが、「わたしと憲法」を考えると第一四条の「すべての国民は法の下に平等であって････差別されない」という項目が好きです。その想いを日々の生活の中で、自分のできることを、身近な問題で行動してます。中山先生のお話は私にはちょっと難しかったのですが、新自由主義経済が日本経済に及ぼす影響を考えると、このことを抜きに日本社会の変革は考えられないのだろうと思い、本も購入しました。これまた細かい字で難しいですが、頑張ります。（小島町　佐藤あつ子）


　●　中山先生のお話、私が仕事上よく目にする大規模小売業の社員の実態を重ねて聴いていました。坪単価売上に対する個々の貢献、利益が出なければ人件費を押さえてでも利益を出して株主と経営者に還元する。これは法人税を下げて大企業社員給料をしゃにむに上げる事を財界に要求する政府とどこか似ている。大企業勤務と聞こえはいいものの実態は「配置転換」と「出向」という名の解雇脅迫のもと完全に人間性を否定され、プライドもズタズタ、より上位の管理者への異様なこびへつらい、奴隷そのものの屈辱を強いられているのが日本の企業風景です。「昔陸軍、今東電」。戦争は国家による国民のジェノサイドなら福島も電力によるジェノサイドではないでしょうか。もう一つ。携帯・スマートフォン利用者はその拡大一方の利便性を享受しながら、それぞれが富むならまだしも、情報供給側の一方的な消費幻想を「豊かさ」と勘違いしていることをいつかは気付くときが来てほしい。実態は携帯依存度に応じて富んでいくどころか�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(どん),貪)�し、孤独と不安を深め個性をつぶされ、自ら思考し判断・行動する事を忘却し、「何故」という批判精神を奪うさまは、携帯ジェノサイドそのものだと思います。（染地　時津寿芳）


　●　中山先生の『経済ジェノサイド』は二月に書評で紹介されてすぐに読みました。経済が人々を虐殺してしまうということが有りうるという事を私達は知っておかなければなりません。日本も中曽根政権から始まって第二次安倍政権になって、ますます「経済ジェノサイド」をもたらすかも知れない「新自由主義」経済に突進しています。選挙公約に反し、その上高い入場料を支払ってＴＰＰへ参加しようとしています。新自由主義経済を乗り越える、生きている人間を幸せにする新しい経済学理論は出て来ないのでしょうか。丸山先生が、脱原発、反ＴＰＰ、特定秘密保護法案反対、改憲反対、解釈改憲反対、消費税増税反対とそれぞれデモが行われているが、それらを一つに連ねて大きなうねりの国民運動に出来ないかと言われましたが、全く大賛成です。六〇年安保の時のような大規模なデモになれば安倍首相も思い通りには行かないのではないでしょうか。中山先生は親しみやすく素敵な先生ですね。（世田谷区　尾立きよ子）





11月5日までに申し込みを！資料代・保険料 ６００円
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太田さんのサイト「核と日本人」


　� HYPERLINK "http://www.47news.jp/hondana/nuclear/" �http://www.47news.jp/hondana/nuclear/�





◆おおた・まさかつさんのぷろふぃーる◆　1968年富山県生まれ、早大政経学部卒、政策研究大学院大学博士課程修了、博士（政策研究）。1992年共同通信社入社。2003年から07年までワシントン特派員。2006年 ボーン上田国際記者賞受賞。日米の核持ち込み密約について歴代外務次官が管理していたとの経験者4人の証言を取ったスクープで09年「平和・協同ジャーナリスト基金」の「大賞」を受賞するなど、日本のジャーナリズムの核問題の第一人者。著書に、『秘録－核スクープの裏側』（講談社）、『アトミックゴースト』（講談社）、『盟約の闇「核の傘」と日米同盟』（日本評論社）、『日米「核密約」の全貌』（筑摩書房）など、編著に、『「核の今」がわかる本」（講談社+α新書）がある。





２０１３年９月21日　第85回例会
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　中山先生も参加して下さって二六名。発言が一巡して時間切れになりましたが、多様で前向きな活動報告や刺激的な話題で、充実した二時間余でした。　　（石川記）














